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QGISを使ったGCOM-C(しきさい)プロダクトの画像化手順

STEP.3 取得したデータをQGISに読み込ませる
STEP.4 画素データ（デジタル値）を海面水温に換算する



STEP.3 取得したデータをQGISに読み込ませる

１、QGISを起動します。（ここでは例としてバージョン3.10のQGISを使って説明しますが、お使い
のバージョンにより画面構成が多少異なる可能性があります。）
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※ QGISの入手先は、「STEP6 画像を調整して自分のデータとして保存する」の最後のページに記載しています。



「新規プロジェクト」をダブルクリック
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G-Portalから取得したGeoTIFFファイル
と、前準備①で取得したファイルのうち
「 World_Countries.shp」をここにド
ラッグ＆ドロップする。

4



データが画像として表示される。
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「ラスタ」から「ラスタ計算機」
を選択する。
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STEP.4 画素データ（デジタル値）を海面水温に換算する

STEP2で説明した通り、GeoTIFFファイルに格納されている画素データはデジタル値（DN）となって
います。これを海面水温（SST）に換算するためには、以下の換算をする必要があります。

SST（℃）=DN×0.0012 - 10

以下、QGISの計算機能「ラスタ計算機」を使用して換算する方法を説明します。



このような画面が開きます。
少々ややこしいですが、ここで行うことは、データ
に入っている値を海面水温の値に変換するための
“式を作る操作”です。
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①「バンド」の枠内にあるファイル名を
ダブルクリックする。（すると、下の
「式」の枠内にそれが表示される。）

①
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②「*」ボタン（×の意味）をクリックす
る。（すると、下の「式」の枠内にそれ
が表示される。）

②

9



③「*」の右横にカーソルを当てて、1回
クリックする。すると入力可能な状態に
なるので、「0.0012」と入力する。

③
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④「-」ボタンをクリックする。
⑤「式」の欄に「-」が表示されたら、そ
の右側を1回クリックし、入力可能な状態
とする。
⑥「10」と入力する。

④

⑤

⑥
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⑦「ラスタレイヤ」欄の「出力レイヤ」
の右端にある「…」を1回クリックする。⑦
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⑧変換結果を保存する場所（デスクトッ
プ上でも可）を指定し、適当なファイル
名（例えば「gcom-c_sst」など）を付け
て保存ボタンを押す。
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⑨「OK」ボタンを押す。

⑨
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しばらく計算処理が動いたのち、このような
白黒の濃淡画像が表示される。
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